
※ 事業名の末尾に＊を付したものは地域振興局長の要望・提案反映事業

1 次代の農業を支える担い手
支援事業費＊
[090601]

※この他、平成29年度２月補正予算案（国補正対応分）に経営体育成支援事業として、

　 212,868千円を計上しています。

農村振興課 H30予算

2 信州農業を革新する技術開
発・実用化推進事業費
[090301][090306]

農業技術課 H30予算

　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

本県農業の持続的な発展を図るため、農家子弟の経営継承や県内外からの
新規参入者の誘致促進に取り組むとともに、就農後の定着、経営安定・発展
に向けた支援を体系的に実施します。

　　　１ 農業の魅力や就農情報の発信、相談活動による新たな担い手の確保
　　　   （新）・中高生への動画等を活用した農業の魅力発信、高校生等を対
　　　　　　　　 象とした説明会等の実施により、若者の将来の就農を支援
　　　２ 熟練農業者を「里親」とした新規就農希望者へのより実践的な研修や、
　　　 　農業大学校研修部において、意欲ある多様な担い手への農業研修を
　　　 　実施
　　　３ 青年農業者、女性農業者及び中核的経営体等のスキルアップのため
         の研修や活動を支援
　　　   （新）・若い女性農業者を対象としたスキルアップセミナー開催や支援
　　　　　　　　 事業等により、将来の農業経営に必要な経営能力向上を支援
　　　　　　　     ・農村女性プランの推進に向けた研修等の実施
　　　   （新）・農業トップランナー等の魅力発信や雇用経営に向けた人材育成
　　　　　　　　 等を支援

*新規就農者数（45歳未満）：224人(2016年度)→250人(2018年度)

（一部　ふるさと農村活性化基金活用事業、ふるさと信州寄附金基金活用事業）

187,420 H29当初 234,117

（別紙３）

農政部

生産現場の「省力化」、「低コスト化」、「高品質化」を図るため、ドローンやAI等
を活用した革新的農業技術・機械の開発と実用化を推進します。

（新）・ドローンの活用による病害虫防除作業の省力化等を実証
         ・民間企業、大学との連携によるレタス収穫機等の開発、実用化を推進

*革新的な農業技術・機械の開発数：2022年度までに8件

50,045 H29当初 65,710

*中核的経営体数：8,998経営体（2016年度）→9,200経営体（2018年度）

４　主要事業一覧
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

3 水田農業競争力向上推進
事業費
[090301]

農業技術課 H30予算

4 産地パワーアップ事業補助
金
[090301]

※この他、平成29年度２月補正予算案（国補正対応分）に、191,658千円を計上しています。

農業技術課 H30予算

本県水田農業の体質を強化するため、園芸品目等の導入による経営の複合
化や県産米の高品質化、オリジナル品種の生産拡大、徹底したコスト削減を
推進し、競争力・ブランド力・収益力の向上を図ります。

　　　１ 水田経営の複合化の推進【競争力ＵＰ】
　　     水田農家への最適な複合作物の導入提案や地域に適した作物の実証
         展示ほの設置、複合作物の作付に必要な農業機械等の導入支援

　　　２ 県産米の品質向上・オリジナル品種のブランド化【ブランド力ＵＰ】
　   　  １等米比率の高位安定に向けたプロジェクトチームの設置と課題解決
　　　　 に向けた技術指導の展開、オリジナル米「風さやか」の作付拡大や認
         知度向上のためのＰＲ活動

　　　３ 徹底したコスト削減【収益力ＵＰ】
　　　   効率的な生産体系に向けた経営改善指導の実施や省力化技術の導
         入に向けた現地検討会の開催と普及推進

*実需者ニーズの高い県オリジナル品種の作付面積：

*米の１等米比率の全国順位：2位（2016年度）→1位（2018年度）

攻めの農業の展開に向けて経営体質や生産体制を強化するため、国の事業
を活用し、次世代を担う農業者等が実施する施設整備や高収益作物・栽培体
系への転換を図る取組を総合的に支援します。

　　　１ 高性能な農業機械等の導入
　　　２ 集出荷施設・乾燥調製施設等の整備

　　　　　・事業主体　農業者、農業生産法人、市町村、ＪＡ等
　　　　　・補 助 率　 1/2以内

*農産物産出額（穀類・果樹・野菜・花き・農産加工）：

420,000 H29当初 800,000

*5ha以上の効率的な水田農業経営体数：

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

273,013 H29当初 278,938

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,998ha（2016年度）→2,445ha（2018年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　615経営体（2016年度）→683経営体（2018年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,112億円（2016年度）→2,174億円（2018年度）
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
5 園芸県長野戦略品目拡大

推進事業費
[090401]

園芸畜産課 H30予算

6 信州農業生産力強化対策
事業補助金
[090401]

園芸畜産課 H30予算

7 園芸産地強化対策整備事
業補助金
[090401]

園芸畜産課 H30予算

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

7,159 H29当初 0

長野県農業の基幹である園芸品目の強みを伸ばし、稼ぐ力の一層の強化を
図るため、戦略的なプロモーションによるブランド力の向上や果樹の機能性表
示による新たな消費拡大に向けた取組等を推進します。

　　　・果樹オリジナル新品種の市場デビューイベント、求評会の開催
　　　・アウトソーシングによる野菜の新たな生産・管理モデルの構築
　　　・農産物（ナガノパープル）の機能性成分の分析等

*果樹戦略品種等の栽培面積：1,884ha（2016年度）→2,042ha（2018年度）

*農産物の機能性を発信する産地数：0産地（2016年度）→3産地（2018年度）

50,000 H29当初 43,500

長野県農業の生産力強化を図るため、生産者団体等での革新的新技術の普
及やマーケットニーズに対応した産地の育成等を支援します。

（新）１ 県試験場等で開発した技術の導入
             ２ 生産施設・機械等の導入

　　　　　・事業主体　市町村、農業者団体等
　　　　　・補助率　　 1/2以内

*果樹戦略品種等の栽培面積：1,884ha（2016年度）→2,042ha（2018年度）

*りんごの高密植・新わい化の栽培面積：257ha（2016年度）→382ha（2018年度）

*夏秋期のレタス、はくさい、キャベツの全指定産地出荷量に占める契約取引割合：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   36.1％（2016年度）→37.0％（2018年度）

生産・流通コストの低減や高品質で付加価値の高い園芸産物の生産・供給体
制の確立を図るとともに契約取引を推進するため、集出荷貯蔵施設等の産地
基幹施設の整備を支援します。

　　　１ 集出荷貯蔵施設の整備
　　　２ 処理加工施設の整備
　　　３ 生産技術高度化施設の整備

　　　　　・事業主体　農業協同組合、農業法人等
　　　　　・補助率　　 1/2以内

*生産量（レタス）：205,800t(2016年度)→192,230t(2018年度)

*生産量（トマト）：20,300t（2016年度)→ 24,053t(2018年度)

*生産量（りんご）:142,100t(2016年度)→155,805t（2018年度)

1,198,000 H29当初 256,207
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

8 信州ワインバレー産地育成
事業費
[090402][090306]

園芸畜産課
農業技術課 H30予算

9 畜産振興事業費
[090406]

園芸畜産課 H30予算

10 国際水準ＧＡＰ推進事業費
[090302][090306]

農業技術課 H30予算

「信州ワインバレー構想」を推進するため、ワイン産地の形成に向けた人材育
成やワイン用ぶどうの安定生産に係る取組を支援します。

　　　・ワイン用ぶどう生産やワイナリーの起業を目指す担い手を育成
　　　・健全なワイン用ぶどう苗木の生産拡大を支援
　　　・県内のワイン用ぶどう栽培関係者のプラットフォームを運営し、気象デ
　　　　ータの収集や双方向ネットワークを活用した研究を推進

*ワイン醸造用品種の栽培面積：207ha（2016年度）→226ha（2018年度）

（一部　地方創生推進交付金活用事業）

畜産の収益力の強化や高品質な県産畜産物の供給拡大を図るため、ICT等
を活用した家畜の飼養管理モデルの導入や生産基盤の強化などの取組を推
進します。

　　　・中核的な畜産経営体の畜舎や省力化機械等の施設整備への支援
（新）・優良遺伝資源を活用した体外受精卵の生産・供給と、繁殖障害牛等の
　　　　受胎率向上を支援
（新）・母豚の繁殖性向上や子豚の事故率低減と、多産系種豚及び飼育管理
　　　　システムの導入を推進
　　　          ・ICT機器を活用した分娩間隔の管理等による家畜生産の効率化を推進

*信州プレミアム牛肉の認定頭数：3,477頭（2016年度）→3,600頭（2018年度）

*体外受精卵移植技術（IVF）卵の生産・供給：0個（2016年度）→50個（2018年度）

*豚の県内出荷頭数：107,394頭（2016年度）→2020年度までにプラス10,000頭

（一部　ふるさと信州寄附金活用事業）

401,634 H29当初 182,224

10,189 H29当初 13,938

41,464 H29当初 4,517

国際的な基準に基づく取引の拡大等に対応できる農業経営体の育成を図る
ため、食品安全・環境保全・労働安全・人権保護・農場経営管理等の取組によ
る農業生産工程管理（国際水準ＧＡＰ）の実践とＧＡＰ認証の取得を推進しま
す。

　　　          ・ＧＡＰの基礎を学ぶ研修会の開催や長野県ＧＡＰの実践支援
（新）・指導者の育成による国際水準ＧＡＰの現地導入・実践支援
　　　       　　   ・国際的取引拡大への対応を目指す経営体による国際水準ＧＡＰ認証
　　　　取得の取組を支援
（新）・農業大学校におけるＧＡＰに関する講義の実施と認証の取得

*国際水準ＧＡＰ認証取得件数：14件（2016年度）→26件（2018年度）
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

11 農業農村整備補助公共事 補助公共事業費
業費＊
[090503][090504]

※この他、平成29年度２月補正予算案（国補正対応分）に、3,032,775千円を計上しています。

農地整備課 H30予算
[債務負担行為額]

12 農業農村整備県単独公共 県単独公共事業費
事業費
[090503][090504]

農地整備課 H30予算

13 直轄事業負担金 直轄事業負担金

※この他、平成29年度２月補正予算案（国補正対応分）に、15,720千円を計上しています。

農地整備課 H30予算

14 「長寿世界一ＮＡＧＡＮＯの
食」輸出拡大事業費
[090201]

農業政策課
農産物マーケティング室 H30予算

農村整備 2,202,365千円
計 11,081,621千円

11,081,621 H29当初 10,985,293

区　　分 予　　算　　額
生産基盤 5,927,869千円
農地防災 2,951,387千円

農地防災 234,168千円
計 305,645千円

305,645 H29当初 305,645

[5,078,000]

区　　分 予　　算　　額
生産基盤 71,477千円

442,322 H29当初 255,525

区　　分 予　　算　　額
生産基盤 442,322千円

県産農産物等の商業ベースの輸出を拡大するため、長野県農産物等輸出事
業者協議会の海外展開を支援するとともに、海外の消費者に向けて県産農産
物の魅力を発信します。

　　　          ・輸出支援員（香港２名、シンガポール１名）による輸出拡大
　　　          ・有望バイヤーとの商談による販路拡大（香港、台湾、シンガポール等）
（新）・輸出向け長期出荷体系の確立に向けた鮮度保持技術の導入試験
（新）・県産農産物を活用した海外での料理講習等によるＰＲの実施

*農産物の輸出額：5億6千万円（2016年度）→10億（2018年度）

8,764 H29当初 7,320
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

15 信州花き新需要創出事業
費
[090403]

園芸畜産課 H30予算

16 「おいしい信州ふーど」の
魅力発信事業費
[090201]

農業政策課
農産物マーケティング室 H30予算

17 信州・食の“地消地産”推進
事業費
[090202]

農業政策課
農産物マーケティング室 H30予算

県産花きの輸出拡大や日常生活における新たな需要の創出を推進するととも
に、県産花きの魅力等について国内外へ発信する「国際フラワーフォーラム
2019（仮称）」の開催準備に着手します。

　　　　　　　　・花き輸出促進セミナーの開催と、花き輸出展示会への出展
　　　　　　　　・「信州“花活”プロジェクト」の実施と県内ホテル・旅館における県産花き
　　　　の活用促進
（新）・国際フラワーフォーラム2019実行委員会（仮称）の設置等

*花き輸出額：4,022万円（2016年）→6,000万円（2018年）

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

「おいしい信州ふーど」の認知度向上や県産農産物のさらなる消費拡大を図る
ため、県内の農業者や観光等他産業の事業者と連携し、信州の食の魅力を県
内外へ発信します。

　　　・大使・公使による「おいしい信州ふーど」の発信
　　　・「おいしい信州ふーど」提供宣言店の登録と情報発信
　　　・地産外消の推進による販路開拓支援

*県産食材提供施設数：0施設（2016年度）→100施設（2018年度）

（一部　ふるさと信州寄附金基金活用事業）

20,387 H29当初 10,406

4,652 H29当初 2,926

1,000 H29当初 7,240

県内で消費されている食品を県外産から県内産へ置き換える「食の“地消地
産”」の取組を促進するため、宿泊・飲食施設、学校給食等における信州産食
材の活用促進を図ります。

　　　・ホテル・旅館等での信州産食材活用促進
　　　・学校給食等での信州産食材利用拡大の検討・アプローチ

*県産食材提供施設数：0施設（2016年度）→100施設（2018年度）
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　　　　　　　　事　業　名
　　　　　　［事業改善シート番号］

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

18 多面的機能支払事業費
[090502]

農地整備課 H30予算

19 中山間地域農業直接支払
事業費
[090603]

農村振興課 H30予算

20 農業資産等観光活用推進
事業費
[090408][090503]

農地整備課
園芸畜産課 H30予算

信州の疏水・ため池などの「農業資産」や「釣り」の魅力を観光資源として活用
し、地域振興を図ります。

（新）・ＰＲ冊子を編集し「農業資産」の魅力を県内外に発信
　　       　　　　　・棚田の持続的な管理・運営体制の構築
（新）・全国棚田サミットの開催支援
　　          　　　・釣りを核とした地域振興の企画立案の助言・指導

*新たに観光資源として環境整備された疏水等の箇所数：5カ所（2018年度）

*釣りによる地域振興を図る取組への指導箇所数：1カ所（2018年度）

 *協定面積：9,420ha（2018年度）

（一部　ふるさと農村活性化基金活用事業）

6,174 H29当初 4,159

中山間地域において、農業生産活動を維持していくため、集落内での話し合
いに基づく自律的かつ継続的な耕作や農道等の維持・管理等の取組を支援
します。

　　　１ 耕作放棄の発生防止活動や水路・農道等の泥上げ、草刈り等の農業
　　　　 生産活動等を支援
　　　２ 農業生産性の向上や女性・若者等の参画を得た取組等、体制整備の
　　　　 ための前向きな活動を支援

　　　　　・事業主体　　協定締結集落、市町村等
　　　　　・交付率　　　 定額

1,202,806 H29当初 1,191,833

農業・農村の有する多面的機能（国土保全、水源かん養、景観形成等）の維
持・発揮を図るため、農地、水路、農道等の地域資源を適切に保全管理する
ための共同活動などを支援します。

　　　１ 畦畔の草刈り、水路の泥上げ、農道の砂利補充などの地域資源の基礎
　　　　 的保全活動を支援
　　　２ 水路、農道、ため池等の軽微な補修や、農村環境保全のための活動を
　　　　 支援
　　　３ 老朽化が進む農業用施設の長寿命化のための活動を支援
　　　４ 市町村が行う活動組織に対する確認事務等の支援
　
　　　　 ・事業主体　　活動組織、市町村等
　　　　 ・交付率　　　 定額

*多面的機能支払保全活動取組面積：40,459ha(2018年度)

1,980,000 H29当初 1,912,000
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